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 大学や高等教育がますます身近になり、そこで何を学んで、どんな人間として社会に出

ていくのか、いよいよ多くの人が興味を持つようになっている。大学だからもちろんいろ

いろな専門があり、人それぞれにさまざまなことを学ぶのだが、同時に皆が共通して学ぶ

こと、学ばなければならないこともある。 

 私たちの社会が世界の多くで民主社会になってきているので、自分たちの社会をつくり

支えていく基礎的な心構えや知識がそうである。私たちは、選挙で自分たちの代表を選び、

議会や政府をつくっていくばかりでなく、企業や役所や協同組合や NPO, NGO などに就職

したり、時には自営で、いろいろな事業をおこなっている。 

 政治的に社会を運営しているばかりでなく、経済的に社会の実質を日々つくっているの

である。私たちは民主社会の主権者であるので、自分たちの社会を、政治的に運営してい

るばかりでなく、経済的にも日々つくりだしているのだ。 

 大学で学び、大学の教員になり、大学生協を利用し、その役員などを務めながら、私は、

この当たり前のことの深い意味を痛感させられた。主権者であるということは、政治的な

意味ばかりでなく経済的な意味でも、すごいことなのだと思った。そしてそのことを、学

生、院生、留学生の皆さんに、また大学の教職員の皆さんに、あらためて訴えたいと思っ

た。 

 2016 年から広い意味での学生全員が有権者になったが、日本の大学の多くには、戦後の

学生たちがつくりあげてきた大学生協があり、そこでは学生たちが経済的にも主権者であ

る。まだ生協のない大学の皆さんには、大学生協の連合会などに連絡を取り、ぜひ生協を

つくってほしい。これからの大学は、主権者の民主協同社会になり、私たちの社会そのも

のの母体となっていかなくてはならないのだから。 

 詳しくはこの本をぜひ読んでほしい。忙しい人は、まず序と最終章Ⅹを読んでほしい。

そして、政治的にばかりでなく経済的にも主権者であることのすばらしさに気がついたら、

その他の章をどこからでもいいから読んでほしい。この本は、『大学改革と大学生協』（2009

年）および『学生支援と大学生協』（2015 年、ともに丸善プラネット）の内容を深く展開し

たものなので、できればそちらも読んでほしい。 

 日本ばかりでなく世界のどの国でも、21 世紀の新時代をつくっていくためには、まず学

生を初めとする若い人たちが元気を出さなければならない。教職員の皆さんも、日々忙し

くて大変だとは思うが、この本に書いてあるようなことを考えて若い人たちと語り合い、

元気を燃え上がらせてほしい。生協のある日本の大学は、ある意味ではアジアのモデル・

世界のモデルなのである。 

 

 この本を書く過程で、日本各地の大学の学長を初めとする教職員の皆さん、学生、院生、

留学生の皆さん、および各地の大学生協の職員の皆さんばかりでなく、農協や日生協など



協同組合の皆さんにも、たいへんお世話になった。心から感謝するとともに、どんなこと

でもご意見をいただければ有り難い。 

 本の出版がますます困難となるなか、大学生協連と東信堂の下田勝司社長にはひとかた

ならずお世話になった。 

 この本のことがインターネットなどでも語られ、日本の大学と大学生協の発展のために

少しでも貢献するよう、願っている。 
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